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○鳩山町泉井交流体験エリア条例施行規則 

令和３年２月19日規則第５号 

改正 

令和５年12月８日規則第43号 

鳩山町泉井交流体験エリア条例施行規則 

（趣旨） 

第１条　この規則は、鳩山町泉井交流体験エリア条例（令和２年条例第９号。以下「条例」という。）

の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用の許可申請等） 

第２条　条例第７条第１項に規定する使用の許可又は許可に係る事項の変更の許可を受けようとす

る者は、鳩山町泉井交流体験エリア使用（変更）許可申請書（様式第１号）を町長に提出しなけ

ればならない。 

２　前項に規定する申請書は、当該許可に係る使用を開始しようとする日（以下「使用開始日」と

いう。）の属する月の２月前の月の15日から使用開始日の３日前までの期間（当該期間において、

申請しようとする日が土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規

定する休日に当たるときは、その前の直近の日とする。）に提出しなければならない。ただし、

その使用目的に特別の理由があると町長が認めたものについては、この限りでない。 

３　条例第８条第１項の規定により使用にあたって特別の設備を設け、又は特殊な物件を搬入しよ

うとする者は、第１項に規定する申請書に必要な事項を記入しなければならない。 

（使用許可） 

第３条　条例第７条第１項に規定する使用又は変更の許可は、鳩山町泉井交流体験エリア使用（変

更）許可書（様式第２号）を交付して行うものとする。 

（使用許可の取消し等） 

第４条　条例第10条第１項に規定する許可条件の変更、使用の停止又は許可の取消しは、鳩山町泉

井交流体験エリア（許可条件の変更・使用の停止・許可の取消し）通知書（様式第３号）を交付

して行うものとする。 

（使用料） 

第５条　条例第11条第１項に規定する使用料は、第３条の使用の許可を受けたときに納付しなけれ

ばならない。ただし、特別の事由があると町長が認めたときは、使用後に納付することができる。 

２　前項の使用料のうち附属設備の使用料については、別表第１に定めるところによる。 
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（使用料の減免） 

第６条　条例第11条第２項に規定する町長が別に定める場合は、別表第２に定めるところによる。 

２　前項の規定により使用料の減額又は免除を受けようとする者は、鳩山町泉井交流体験エリア使

用料減額（免除）申請書（様式第４号）を町長に提出しなければならない。ただし、町長が特に

認めるときは、この限りでない。 

３　第１項の規定による使用料の減額又は免除は、鳩山町泉井交流体験エリア使用料減額（免除）

決定通知書（様式第５号）を交付して行う。ただし、町長が特に認めるときは、この限りでない。 

（使用料の還付） 

第７条　条例第12条ただし書の規定による町長が別に定める場合は、次のとおりとする。 

(１)　施設の使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）の責任によらない事由によって

使用できないとき　全額 

(２)　使用者が使用日の10日前までに第２条第１項に規定する変更許可申請書により使用の取消

しを申請したとき　全額 

（使用期間） 

第８条　施設等を引き続いて使用できる期間は、３日とする。ただし、町長が特別の事情があると

認めるときは、この限りでない。 

（遵守事項及び指示） 

第９条　町長は、施設等の使用の遵守事項を定め、また、管理上必要があると認めるときは、使用

者に対し、適宜指示することができる。 

（毀損等の届出） 

第10条　施設等を毀損し、又は滅失した者は、速やかにその旨を町長に届け出てその指示に従わな

ければならない。 

（指定管理者が管理を行う場合の取扱い） 

第11条　条例第16条第１項の規定により指定管理者に鳩山町泉井交流体験エリアの管理を行わせる

場合にあっては、第２条から第10条までの規定中「町長」とあるのは「指定管理者」、「使用料」

とあるのは「利用料金」、「様式」とあるのは「指定管理者が定めるもの」とする。 

（その他） 

第12条　この規則の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。 

附　則 

この規則は、令和３年３月１日から施行する。 
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附　則（令和５年12月８日規則第43号） 

（施行期日） 

１　この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この規則の施行の際、改正前のそれぞれの規則の様式による用紙については、当分の間、これ

を取り繕って使用することができる。 

別表第１（第５条関係） 

備考　この表による使用料は、条例別表に定める午前、午後及び夜間におけるそれぞれの使用に対

し、１回として計算する。 

別表第２（第６条関係） 

 

付属設備
使用料

 
単位 金額

 
ワゴンアンプ １回 500円

 
ワイヤレスマイク １回 100円

 
ピンマイク １回 100円

 
プロジェクター １回 300円

 
区分 減免率

 
町が町の事業として使用する場合 ５割又は10割

 
自治会等の地域の地縁団体が総会または役員会議で使用する場合 ５割

 
町内に在住、在学する高校生が使用する場合 ５割

 
町立の幼稚園、小・中学校が教育の一環として使用する場合 ５割又は10割

 
その他町長が特に必要があると認めた場合 ５割又は10割
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様式第１号（第２条関係） 
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様式第２号（第３条関係） 
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様式第３号（第４条関係） 
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様式第４号（第６条関係） 
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様式第５号（第６条関係） 
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